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大学における現場教育と 

実社会への橋渡しの必要性 

「NEDOプロジェクトを核とした人材育成、産学連携等の総合的展開 

地域・コミュニティの特性を活かしたロボットシステムの共創」に係る 

社会実装コンテスト発表会 



提 案 

大学において 

「広い意味での現場教育」 

を取り入れること 

 理念の紹介 

 今までの取り組み 

  紹介 

 成果の紹介 
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自己紹介 

 1971(昭和46)年 東工大 制御工学科 卒 

 1973(昭和48）年 カリフォルニア大学（UCLA） 

    システムサイエンス学科 修士（M.S.） 

 1977(昭和52)年 同学科 博士（Ph.D） 

 1978～1983年 テキサス大学・エルパソ校（UTEP） 

     電気工学科 助教授 

 1983～1988年 ペンシルバニア州立大学（PSU） 

     電気工学科 助教授 

 1988～2006年 青山学院大学（AGU） 

 2006年4月～ 千葉工業大学（CIT） 

    未来ロボティクス学科 教授 
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質 問 

問い２： ではなぜ下手なのか？ 

答え２： 訓練されていないだけ 

問い１： なぜＲＴ産業は育たない？ 
答え１： 技術者は商売が下手 

問い４： その証拠はあるのか？ 

答え４： 研究室から帰りたがらない 

問い５： 訓練したら成果はあるのか？ 

答え５： Yes. 研究室４年生が起業  

問い３： ではなぜ訓練しない？ 

答え３： ロボットづくりが面白すぎるから 
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実例集 

実例１ アメリカの大学では研究資金は外部調達 

 日常的な学外資金源との交渉！ 

実例２ アメリカの大学では学内外にまたがる柔軟な
 プロジェクト構成・解散 

実例３ 学内外研究室との交流実績 

  阪大浅田研，信大橋本研，青学大宮治研など 

実例４ 研究室学生，宇井吉美が4年時に起業 

  多くのビジコンにおける受賞 
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講演手順 

 理念の紹介 

 今までの取り組み紹介 

 成果の紹介 
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講演手順 

 Note: Questions & discussions

 at anytime. 

 理念の紹介 

 今までの取り組み紹介 

 成果の紹介 
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理念集 

理念 1 Ａｗａｒｅｎｅｓｓ 知らないことはできない 

  教員オフィスドアのノック 

理念 2 Ｅｄｕｃａｔｅｄ 教わらないことはできない 

  プレゼンテーション 

理念 3 Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ マネジメントはエンジニア
 リングではない 

  自分だけの楽しみ，他人に与える楽しみ 

理念 4 学生には本物を与える 

  実物の迫力にしゃべらせる 
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Ａｗａｒｅｎｅｓｓ とは 

 気付いていること，気付き  

  まず気付かないと何も始まらない  

 気付かせる教育が必要  

 気付かせる教育をやっているという自覚が必要 

 Engineering Systems Laboratory 

9/32 



Ｅｄｕｃａｔｅｄ とは 

 習っていること  

 教えるのではなく，育てること  

 師が必要！  

 教えられているだけではない   
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Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ とは 

 要は人と人をつなげて目的を達成すること  

 物事がちゃんと動くようにすること  

 ヒト，モノ，かね，時間 

そのすべてを 

 Engineering Systems Laboratory 

11/32 



理念１．から ３．のまとめ  

 Awareness + Educated + Management  

 既存の工学教育では不十分  

 教員がこれに対するＡｗａｒｅｎｅｓｓ 

 を持って大学教育を考える必要あり  
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本物 とは １ 

 本物に育てたければ本物を  

 コミュニケーション 

 学部生から学会・講演会参加 

 7分の発表に2週間の練習  

 コオペレーション 

 研究室を越えた共同活動 

 大学を越えた共同活動 

 国際交流 

 外国からの学生訪問 
 Engineering Systems Laboratory 

13/32 



本物 とは ２ 

 本物に育てたければ本物を  

 番外 

 本物のワイン 
 現場！ 

 Needsの源へ 

大学の外へ 
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講演手順 

 Note: Questions & discussions

 at anytime. 

 理念の紹介 

 今までの取り組み紹介 

 成果の紹介 
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取組 １．他研究室交流１ 

 デザイン科学科研究室交流 
 安藤研究室、山崎研究室、長尾研究室、など 

 他大学研究室交流 
 東京大学・井上研究室 

 つくば大学・油田研究室 

 大阪大学・浅田研究室 

 信州大学・橋本研究室 

 青山学院大学・宮治研究室、など 

 実 績  
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取組 １．他研究室交流２ 

 学生主体 
 日程・プログラムなどすべて 

 教員は学生に頼まれないと不参加 

 一日のプログラム 
 相互の研究室メンバー紹介 

 研究内容紹介プレゼン／ポスター 

 お互いの研究室特徴紹介 

 懇親会 

 実行計画  
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取組 ２．オープンレクチャー 

 RT研究者 

 阪大・長井先生、産総研・三浦様、東北大・平田先生、 
東工大・広瀬先生、東北大・永谷先生、など 

 他研究者 

 JAXA・成田様、つくば大・久野先生、北陸先端大・國藤
先生、いすゞ・山角様、など 

 その他 

 ロボワン・西村代表、ロボガレージ・高橋様、小野晋也衆
議院議員、作家・瀬名様、ＪＲ東日本・松本理事など 

 未来ロボティクス学科Open Lecture Series  
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取組 ３．インターンシップ 

 ３年次夏に実行し、３年次後期に単位を 

 インターン先を学科独自で確保 

 複数のインターン講座 

 ３年生全員にガイダンス（４月）、１Day講座（５月、有料）
、学科主催講座（６月に３回）、直前講座（７月）、振り返り
講座（９月、３年生全員） 

 その他 

 インターン先と学生のマッチングを学科で、学科教員サ
ポートは持ち時間としてカウント 
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取組 ４．現場 その１ 

 東京友隣会・友僯ホーム 
 介護実習、Needs聞取り調査、ホーム催し手伝い 

 都心会・保谷苑特養＆ディ 
 介護実習、Needs聞取り調査、RT開発品実験 

 セイワ習志野特養＆ディ 
 施設見学、介護者聞取り調査、介護現状の講演 

 老人ケアセンター  
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取組 ４．現場 その２ 

 神田三木内科クリニック 
 aba活動支援、共著論文発表 

 八王子○○○病院 
 aba活動支援、病棟見学、RTを用いたうつ病療法

開発協力 

  しのだの森ホスピタル 
 病棟見学、ヒアリング、介護者支援システム紹介 

  他 

 うつ病関連病院 （宇井が開拓） 
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講演手順 

 Note: Questions & discussions

 at anytime. 

 理念の紹介 

 今までの取り組み紹介 

 成果の紹介 
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成果集 

 先端ものづくりチャレンジin習志野 

 2008年から毎年 

 習志野商工会議所と協賛 

 知能ロボコン・こども絵画コンテスト・企業展示
・ロボキット製作 

 自閉症児の視覚特徴定義法 

 船橋養護学校などと協力 

 学生起業 aba 
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aba 誕生 

 2011年 学科内成果発表会 

 2008年 ロボティクスプロジェクト aba 

 aba = awakened bunch activity 
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aba 概要 

設立： 2011年10月7日 

事業： ヘルスケア業界向けのロボティクス技術の
研究開発及びサービス提供 

製品： 排泄検知シート Lifilm （りフィルム） 

ビジョン： 「よく生き よく死ぬ 未来つくり」 

代表： 宇井吉美 

 http://aba.jp.net/index 
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成果 １． aba 表彰 
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aba 記事&受賞 

日経ビジネス特集（2012年10月8日号） 
「日本を救う次世代ベンチャー100」 

http://business.nikkeibp.co.jp/article/report 

/20130125/242802 

日本MITエンタープライズフォーラム（2012年11月17日） 
第12回ビジネスプランコンテスト＆クリニック（BPCC12) 

 一般の部 ４賞のうち３賞独占！ 

 （最優秀賞、新日本賞、正会員特別賞） 
 http://mit-ef.jp/2012/11/17/bpcc12result/ 

日経Woman2013年Jan 記事 

20代初！女性の仕事・新スタイル 

若手リーダーに聞く 

“私の仕事＆目指すもの” 

 Engineering Systems Laboratory 

27/32 

http://business.nikkeibp.co.jp/article/report/20130125/242802
http://business.nikkeibp.co.jp/article/report/20130125/242802
http://business.nikkeibp.co.jp/article/report/20130125/242802
http://business.nikkeibp.co.jp/article/report/20130125/242802
http://mit-ef.jp/2012/11/17/bpcc12result/
http://mit-ef.jp/2012/11/17/bpcc12result/
http://mit-ef.jp/2012/11/17/bpcc12result/
http://mit-ef.jp/2012/11/17/bpcc12result/
http://mit-ef.jp/2012/11/17/bpcc12result/


つまり 

 自分たちで何かやるようになる 

 それによる面白さを発見する 

 現場人に対する感情移入が起こる 

 自分たちで何か作れないかと考える 

 作ってみたものを現場で評価してもらい
たくなる 

 けなされると悔しい、褒められると嬉しい 

 ポジティブフィードバック！ 

 学生を現場に放り出すと、、、  
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 自分たちでは何もできない 

 それによる自信喪失にとらわれる 

 現場人に対して恐怖感を抱く 

 現場へ行きたくなくなる 

 本来の勉強にも差し支える 

 ネガティブフィードバック！ 

 学生を現場に放り出すと、、、  

しかし 

 ただ放り出してもダメ！  
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 普段から自分で動いたことを褒めておく 

 普段から楽しい事を一緒に（ワイン！） 
 普段から信用を得ておく 

 現場への挨拶を前もって 

 現場へ一緒に行きその後打ち上げ会 

 これで、その経験が楽しかったことに 

 学生を現場に放り出すとき、、、  

だから 

現場と一緒にやったこと 

を、何でもとにかく褒める  
 Engineering Systems Laboratory 
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主 張 

大学における教育は 

現場体験を有機的に取り入れるべき 

現場から出たニーズベースのRT開発への必要性 

その成果の社会還元に対する強い要求 

他方，開発したロボットが現場で使われるかどうか
は，RT研究者のトッププライオリティではない 

ロボット産業がなかなか立ち上がらない一因は， 
ロボット研究・開発が面白過ぎること 

状況打破 

現場を体験し実社会の要求に応えることの充実感を知る 

これを大学教育の一部として取り入れる 

これを社会への橋渡しの一環と位置付ける意識を持つ 

現状 
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結 論 

 現場を体験することを大学教育の一部として 

 取り入れることにより、実社会の要求に応える 

 ことの喜び・充実感を学生が身を持って知る 

 これがRT技術を扱えるだけでない人材、 

 すなわちRTSP（RTシステムプロデューサー） 

 育成そのもの 

 楽しさは癖になる！ 
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おまけ 

 プロデュース・スキルと有効性† 

(A)スキル＝未熟 

 頑張っていれば好意的
に受け取られる 

(B)スキル＝まあまあ 

 十分に注意しないと思
わぬ誤解を与えてしまう 

プロデュース・スキル 

有効性 

(A) 
(B) 

†金出武雄： 素人のように考え、玄人として実行する ー問題解決の 

  メタ技術、PHP研究所、2003年. における英語スキルを応用 

初心者でもOK！ 
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